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(57)【要約】
【課題】先端アダプタに設けられた発光素子から発する
熱を、効率良く束線部材に伝導し、発光素子の発する熱
により、発光素子の照明光量が減少することを防止し、
挿入部を細径にするアダプタ式内視鏡を提供する。
【解決手段】アダプタ式内視鏡１は、ＬＥＤ照明１８を
搭載した基板１２及びアダプタ側電気接続部２０を備え
る先端アダプタ１０が挿入部４の先端部４ａに着脱可能
であり、アダプタ側電気接続部２０に接続される挿入部
側電気接続部９と、挿入部側電気接続部９に固定され放
熱線及び電源線を兼ねる電源放熱兼用線４０とを備える
。電気接続部９、２０は、中実な導電部材で形成され、
電気的接続部と熱伝導部とを兼ね、電気接続部本体２１
及び電極９ａを有する。電極９ａは、電気接続部本体２
１に密着する密着面９ｄを有する。本体２１及び電極９
ａと、アダプタ本体１１を構成する部材及び先端部本体
３１を構成する部材とは熱伝導率が同等の導電部材であ
る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を搭載した発光素子用基板、及びこの発光素子用基板に電気的に接続されたア
ダプタ側電気接続部を備える先端アダプタと、
前記先端アダプタが、挿入部の先端部に着脱可能であって、当該先端アダプタを取り付け
たとき、前記アダプタ側電気接続部に電気的に接続される挿入部側電気接続部と、
　この挿入部側電気接続部に先端部が固定されて熱を放熱する放熱線及び電源を供給する
電源線を兼ねる電源放熱兼用線と、
　を備えるアダプタ式内視鏡において、
　前記アダプタ側電気接続部は、前記先端アダプタを構成するアダプタ本体に形成された
一対の貫通孔内にそれぞれ配設される中実な導電部材で形成された電気的接続部と熱伝導
部とを兼ねる電気接続部本体を有し、
　前記挿入部側電気接続部は、前記挿入部の先端部を構成する先端部本体に形成された一
対の貫通孔内にそれぞれ配設される中実な導電部材で形成され、前記電気接続部本体に密
着する密着面を有する電気的接続部と熱伝導部とを兼ねる電極を有し、
　前記電気接続部及び前記電極と前記アダプタ本体を構成する部材及び前記先端部本体を
構成する部材とを、熱伝導率が同等の導電部材で構成したことを特徴とする請求項１に記
載のアダプタ式内視鏡。
【請求項２】
　前記アダプタ側電気接続部は、前記先端アダプタを構成するアダプタ本体と、前記アダ
プタ本体に形成された貫通孔内に配設されるアダプタ側導電部とで構成し、
　前記挿入部側電気接続部は、前記挿入部の先端部を構成する先端部本体と、前記先端部
本体に形成された貫通孔内に配設される挿入部側導電部とで構成して、
　前記先端部本体に、前記電源放熱兼用線を固定することを特徴とする請求項１に記載の
アダプタ式内視鏡。
【請求項３】
　前記アダプタ側導電部及び挿入部側導電部は、真鍮、アルミ、鉄、銅、或いは銀等の導
電部材で中実に構成されることを特徴とする請求項２に記載のアダプタ式内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の照明光学系として先端アダプタに発光素子を備え、その先端アダプ
タが挿入部に交換可能に取り付けられるアダプタ式内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡においては、検査対象が生体内、或いはプラント内等であるため、検査対象を照
明する光源が必要である。内視鏡装置においては、内視鏡の外部装置として光源装置を用
意し、その光源装置から内視鏡が備えるライトガイドに照明光を供給するのが一般的であ
った。
【０００３】
　近年、発光素子であるＬＥＤ照明を挿入部先端部に設け、このＬＥＤ照明の発する光で
検査対象を照明する構成の内視鏡も実用化されている。ＬＥＤ照明を備える内視鏡では、
挿入部内にライトガイドの代わりに電源を供給する電線が配設されるので、挿入部の細径
化、および簡素な構成での高機能化を実現できる。
【０００４】
　しかし、ＬＥＤ照明を備える内視鏡においては、ＬＥＤ照明から発する熱によって、照
明光量が減少する不具合、或いは撮像素子が高温になって画像ノイズが発生する不具合等
のおそれがある。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、挿入部先端部に配置したＬＥＤ照明の発する熱によって、照
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明光量が減少する不具合、或いは画像ノイズが発生する不具合を防止して、良好な観察を
長時間に渡って行える内視鏡が示されている。
【０００６】
　この内視鏡では、ＬＥＤ照明の近傍に放熱部材として束線部材の一端を配置し、その束
線部材の他端を挿入部を構成する可撓管部側に配置している。この構成によれば、先端部
に設けられたＬＥＤ照明から発生する熱が、束線部材に放熱されるので、ＬＥＤ照明が高
温になること、ＬＥＤ照明の熱が撮像素子に伝導されることを防止することができる。
【０００７】
　近年、内視鏡の照明光学系として先端アダプタに発光素子を備え、その先端アダプタが
挿入部に交換可能に取り付けられるアダプタ式内視鏡も実用化されている。このアダプタ
式内視鏡においても、先端アダプタに設けられたＬＥＤ照明から発生する熱を放熱する必
要がある。そのため、アダプタ式内視鏡においては、図１乃至図５に示すように前記特許
文献１と略同様に束線部材を設けて、その束線部材でＬＥＤ照明の発する熱を放熱して、
照明光量が減少する不具合、或いは画像ノイズが発生する不具合を防止するようにしてい
る。
【０００８】
　図１乃至図５を参照して、従来のアダプタ式内視鏡の構成例を説明する。　
図１はアダプタ式内視鏡の正面図、図２は図１に示すＩＩ－ＩＩ線に沿ったアダプタ式内
視鏡の長手方向断面図、図３は図２に示すＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図、図４は図２に示すＩ
Ｖ－ＩＶ線断面図、図５は図２に示すＶ－Ｖ線断面図である。
【０００９】
　図２に示すようにアダプタ式内視鏡１００は、先端アダプタ１１０と、この先端アダプ
タ１１０が着脱自在に取り付けられる挿入部１３０とを備えて構成されている。　
先端アダプタ１１０は、図１、図２、図３に示すようにアダプタ本体１１１、ＬＥＤ基板
１１２、筒体１１３、着脱リング１１４、観察光学系１１５、及び一対のアダプタ側電気
接続部１２０等を備えて構成されている。ＬＥＤ基板１１２には、ＬＥＤ照明１１８が実
装されている。　アダプタ本体１１１は、ＬＥＤ照明１１８の受け部材であって、ＬＥＤ
照明１１８で発生した熱を伝導する。アダプタ本体１１１は、図２、図３に示すように第
１貫通孔１１６と一対の第２貫通孔１１７とを備える。第１貫通孔１１６には、観察光学
系１１５が配置され、それぞれの第２貫通孔１１７にはアダプタ側電気接続部１２０が配
置される。　
　筒体１１３は、図３に示すように例えば２本の固定ネジ１０９によって、アダプタ本体
１１１に一体的に固定される。
【００１０】
　これに対して、着脱リング１１４は、図２に示すようにアダプタ本体１１１に対して回
動自在に取り付けられる。着脱リング１１４は、内周面に雌ネジ部１０８を備える。　
　ＬＥＤ基板１１２は、図１に示すように例えば円板形状であって、一面側に導電パター
ン（不図示）を備え、その導電パターンの所定位置に複数のＬＥＤ照明１１８が搭載され
ている。また、ＬＥＤ基板１１２の導電パターンには、アダプタ側電気接続部１２０の接
点ピン１２１が接続されている。ＬＥＤ基板１１２には観察光学系１１５を配置するため
の中央貫通孔１１９が形成されている。
【００１１】
　アダプタ側電気接続部１２０は、図２に示すように接点ピン１２１、当接ピン１２２、
ケース体１２３、絶縁筒１２４とで主に構成されている。図３に示すようにケース体１２
３の内部にはコイルバネ１２５が配設されている。当接ピン１２２は、ケース体１２３に
対して進退する構成である。　
　接点ピン１２１、当接ピン１２２、ケース体１２３、及びコイルバネ１２５は、アルミ
、真鍮、鉄等の導電部材で形成されている。
【００１２】
　一方、図２に示すように挿入部１３０は、先端部１０１、湾曲部１０２、可撓管部（不
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図示）を連設して構成されている。先端部１０１は、例えば先端部本体１３１、第１外装
部１３２、第２外装部１３３、撮像素子１０３等を有する撮像光学系１３４、及び内視鏡
側電気接続部１０４を備えて構成される。
【００１３】
　内視鏡側電気接続部１０４は、図２、図４に示すように円柱形状の電極１０５と、筒状
の絶縁部１０６とを備えて構成されている。先端部本体１３１は、アダプタ本体１１１に
当接する受け部材であって、アダプタ本体１１１に伝導された熱を伝導する。先端部本体
１３１には、貫通孔１３５と、一対の段付き貫通孔１３６とが形成されている。貫通孔１
３５には、撮像光学系１３４が配置される。撮像光学系１３４は、図４に示すように撮像
光学系１３４を構成する撮像枠１３９に固定ネジ１０７の先端面を押圧して、先端部本体
１３１に一体的に固定される。
【００１４】
　段付き貫通孔１３６は、図２に示すように大径穴１３７と細径孔１３８とを備えている
。大径穴１３７には内視鏡側電気接続部１０４が固設され、細径孔１３８にはＬＥＤ照明
１１８に電源を供給するための電源線１４１が挿通される。
【００１５】
　大径穴１３７に固設された電極１０５の一面には、前記アダプタ側電気接続部１２０の
当接ピン１２２がコイルバネ１２５の付勢力によって当接するようになっている。電極１
０５の他端部には穴が形成されている。この穴内には電源線１４１の導線１４２が電気的
に接続されている。導線１４２は、絶縁部１０６の貫通孔を通過して電極１０５の穴内に
配置される。
【００１６】
　先端部本体１３１には、放熱のための束線部材１４３の一端部が接続されている。束線
部材１４３は、図５に示すように先端部本体１３１から例えば４本、延出している。　
　図２、図５に示すように電源線１４１及び束線部材１４３は、先端部本体１３１から湾
曲部１０２を介して可撓管部方向に延出されている。符号１４５は信号線であり、撮像光
学系１３４から延出している。符号１４６は湾曲ワイヤである。
【００１７】
　上述のように構成したアダプタ式内視鏡１００では、ＬＥＤ照明１１８で発生した熱は
、ＬＥＤ基板１１２を介してアダプタ本体１１１に伝導される。そして、アダプタ本体１
１１に伝導された熱は、挿入部１３０の先端部本体１３１に伝導され、その後、先端部本
体１３１から延出する束線部材１４３に伝導して挿入部１３０内等に放熱して、温度上昇
による不具合の発生を防止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】特開２００４－２４８８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかしながら、アダプタ式内視鏡においても、ユーザーから挿入部の細径化が望まれて
おり、挿入部の細径化に伴って、熱を伝導するアダプタ本体、及び先端部本体の外形寸法
が細径化されて、束線部材を設けるためのスペースを確保することが難しくなる。即ち、
細径化を図ったアダプタ式内視鏡においては、放熱性能が低下する不具合が発生するおそ
れがある。
【００２０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、先端アダプタに設けられた発光素子か
ら発生する熱を、効率良く束線部材まで伝導して、発光素子から発する熱によって、発光
素子の照明光量が減少する等の不具合を防止した挿入部の細径化が可能なアダプタ式内視
鏡を提供することを目的にしている。
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【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明のアダプタ式内視鏡は、発光素子を搭載した発光素子用基板、及びこの発光素子
用基板に電気的に接続されたアダプタ側電気接続部を備える先端アダプタと、
　前記先端アダプタが、挿入部の先端部に着脱可能であって、当該先端アダプタを取り付
けたとき、前記アダプタ側電気接続部に電気的に接続される挿入部側電気接続部と、
　この挿入部側電気接続部に先端部が固定されて熱を放熱する放熱線及び電源を供給する
電源線を兼ねる電源放熱兼用線と、を備えるアダプタ式内視鏡であって、
　前記アダプタ側電気接続部は、前記先端アダプタを構成するアダプタ本体に形成された
一対の貫通孔内にそれぞれ配設される中実な導電部材で形成された電気的接続部と熱伝導
部とを兼ねる電気接続部本体を有し、
　前記挿入部側電気接続部は、前記挿入部の先端部を構成する先端部本体に形成された一
対の貫通孔内にそれぞれ配設される中実な導電部材で形成され、前記電気接続部本体に密
着する密着面を有する電気的接続部と熱伝導部とを兼ねる電極を有し、
　前記電気接続部及び前記電極と、前記アダプタ本体を構成する部材及び前記先端部本体
を構成する部材とを熱伝導率が同等の導電部材で構成した。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、先端アダプタに設けられた発光素子から発生する熱を、効率良く束線
部材まで伝導して、発光素子から発する熱によって、発光素子の照明光量が減少する等の
不具合を防止した挿入部の細径化が可能なアダプタ式内視鏡を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１乃至図５は従来のアダプタ式内視鏡の構成例を説明する図であり、図１はア
ダプタ式内視鏡の正面図
【図２】図１に示すＩＩ－ＩＩ線に沿ったアダプタ式内視鏡の長手方向断面図
【図３】図２に示すＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図
【図４】図２に示すＩＶ－ＩＶ線断面図
【図５】図２に示すＶ－Ｖ線断面図
【図６】図６乃至図１０は本発明の第１実施形態に係り、図６はアダプタ式内視鏡装置の
構成を説明する図
【図７】アダプタ式内視鏡の正面図
【図８】図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線断面図
【図１０】図８のＸ－Ｘ線断面図
【図１１】図１１及び図１２は挿入部側電気接続部の他の構成例を説明する図であり、図
１１はアダプタ式内視鏡の長手方向断面図
【図１２】図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図
【図１３】図１３乃至図１５は本発明の第２実施形態にかかり、図１３はアダプタ式内視
鏡の長手方向断面図
【図１４】図１３のＸＩＶ－ＸＩＶ線断面図
【図１５】図１３のＸＶ－ＸＶ線断面図
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図６乃至図１０を参照して本発明の第１実施形態を説明する。
【００２５】
　図６に示すようにアダプタ式内視鏡装置１は、アダプタ式内視鏡２と、アダプタ式内視
鏡２に接続された外部装置である装置本体３とにより主要部が構成されている。符号１０
は先端アダプタである。本実施形態の先端アダプタ１０は、図１に示した先端アダプタ１
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１０に比べて細径（図７参照）に構成され、挿入部４も、図２に示した挿入部１３０に比
べて細径（図１０参照）である。
【００２６】
　アダプタ式内視鏡２は、先端アダプタ１０と、挿入部４と、操作装置５と、ユニバーサ
ルコード６とにより主要部が構成されている。　
　挿入部４は、細長で可撓性を有し、先端側から順に、先端部４ａ、湾曲部４ｂ、及び可
撓管部４ｃを備えて構成されている。先端部４ａは硬性で、先端アダプタ１０が着脱自在
に取り付けられる。湾曲部４ｂは、複数の湾曲駒を連設して例えば上下／左右方向に湾曲
するように構成されている。可撓管部４ｃは、可撓性を有して形成されている。
【００２７】
　操作装置５は、挿入部４を構成する可撓管部４ｃの後端側に配設される。操作装置５は
、湾曲操作レバー５ａを有する。湾曲操作レバー５ａは、操作装置５の所定の一面に直立
して設けられ、傾倒操作可能である。そして、湾曲操作レバー５ａが例えば操作者によっ
て傾倒されると、挿入部４内に挿通されている湾曲操作ワイヤ（図８の符号４６参照）の
うち、そのレバー５ａの傾倒方向に対応するワイヤだけが牽引、弛緩されて、湾曲部４ｂ
がレバー５ａの傾倒方向に対応して湾曲する。　
　ユニバーサルコード６は、操作装置５から延出され、可撓性を有している。
【００２８】
　装置本体３は、操作装置５から延出したユニバーサルコード６の端部に設けられている
。装置本体３は、例えば箱状に形成されている。装置本体３の内部には、画像処理用のＣ
ＰＵ等の電気部品が複数固定された基板、或いは先端アダプタ１０が備える後述する発光
素子であるＬＥＤ照明（図７の符号１８参照）に電源を供給するバッテリユニット（不図
示）等が設けられている。符号３ａはモニタであり、モニタ３ａの画面上にはアダプタ式
内視鏡２の備える撮像素子（図８の符号８ａ参照）により撮像された内視鏡画像が表示さ
れる。
【００２９】
　本実施形態において、先端アダプタ１０は、挿入部４の長手軸方向の先端側（挿入方向
側）を観察する直視光学系を備えた単眼直視タイプである。なお、先端アダプタ１０は、
単眼直視タイプに限定されるものではなく、双眼直視タイプ、或いは側視光学系を備えた
単眼側視タイプ、双眼側視タイプ等であってもよい。
【００３０】
　図７－図９に示すように先端アダプタ１０は、アダプタ本体１１、発光素子基板である
ＬＥＤ基板１２、筒体であるフード部１３、着脱リング１４、観察光学系である直視光学
系１５、及び一対のアダプタ側電気接続部２０等を備えて構成されている。
【００３１】
　アダプタ本体１１は、ＬＥＤ照明１８の熱が伝導される受け部材であって、硬質で、熱
伝導率の高い導電部材である例えば真鍮等によって形成されて熱伝導部を構成する。図８
、図９に示すようにアダプタ本体１１には、アダプタ側第１貫通孔１６と一対のアダプタ
側第２貫通孔１７とが形成されている。アダプタ側第１貫通孔１６には、レンズ枠１５ｆ
を介して直視光学系１５を構成する複数の光学レンズ１５ｌが配置される。一方、それぞ
れのアダプタ側第２貫通孔１７には、後述するアダプタ側電気接続部２０が配置される。
【００３２】
　そして、アダプタ本体１１には、図７、図９に示すようにフード部１３が、例えば２本
の固定ネジ７によって、一体的に固定されている。これに対して、着脱リング１４は、図
８に示すようにアダプタ本体１１に対して回動自在に取り付けられる。着脱リング１４は
、その内周面に雌ネジ部１４ｆを備えている。
【００３３】
　ＬＥＤ基板１２は、アダプタ本体１１の先端面側に配置され、図７に示すように例えば
円板形状であって、一面側である先端面側に導電パターン（不図示）が設けられている。
導電パターンの所定位置には、複数のＬＥＤ照明１８が搭載されている。また、導電パタ



(7) JP 2010-194123 A 2010.9.9

10

20

30

40

50

ーンの所定の位置には、アダプタ側電気接続部２０の接点部２３が接続されている。ＬＥ
Ｄ基板１２にはレンズ枠１５ｆを配置するための中央貫通孔１９が形成されている。
【００３４】
　アダプタ側電気接続部２０は、図８に示すように電気的な接続部及び熱伝導部を兼ねる
電気接続部本体２１と、絶縁管２２とで構成されている。絶縁管２２は、電気接続部本体
２１の外周面を覆い包んで、電気接続部本体２１がアダプタ本体１１に接触することを防
止する。
【００３５】
　図８、図９で示すように電気接続部本体２１は、中実の柱状である。電気接続部本体２
１は、アダプタ本体１１と同等の熱伝導率を有する導電部材である真鍮製、アルミ製、鉄
製、銅製、或いは銀製等の円柱体である。
【００３６】
　電気接続部本体２１の一端側には、導電パターンに接続される接点部２３が設けられて
いる。接点部２３は、平面で構成された先端面２４から突出して形成されている。先端面
２４は、ＬＥＤ基板１２の後端面に当接して配置される。電気接続部本体２１の他端側は
、平面で構成した後端面２５である。先端面２４及び後端面２５は、電気接続部本体２１
の中心軸に対して直交している。
【００３７】
　一方、図８に示すように、挿入部４を構成する先端部４ａは、例えば先端部本体３１、
第１外装部３２、第２外装部３３、撮像素子８ａ等を有する撮像光学系８、及び挿入部側
電気接続部９を備えて構成される。第１外装部３２は、その外周面に前記雌ネジ部１４ｆ
と噛合する雄ネジ部３２ｍを備えている。
【００３８】
　挿入部側電気接続部９は、電気的な接続部及び熱伝導部を兼ねる中実の柱形状である電
極９ａと、管状の絶縁部９ｂと、コイルバネ９ｃとで構成されている。挿入部側電気接続
部９には後述する電源放熱兼用線（以下、兼用線と略記する）４０が電気的に接続される
。
【００３９】
　電極９ａは、前記電気接続部本体２１と同様、真鍮製、アルミ製、鉄製、銅製、或いは
銀製等の円柱体である。電極９ａの外径寸法は、先端アダプタ１０を先端部４ａに取り付
けたとき、この電極９ａが先端アダプタ１０を構成する電気接続部本体２１以外の部材と
電気的に接触することを防止する目的で、アダプタ側電気接続部２０の外径寸法より小径
に設定されている。
【００４０】
　電極９ａは、両端に、平面で構成した密着面９ｄと当接面９ｅとを有する。密着面９ｄ
は、前記後端面２５に密着するように構成されている。当接面９ｅ側には固定穴９ｆが形
成されている。固定穴９ｆ内には、兼用線４０を構成する束線部材４１の先端部が配置さ
れる。なお、密着面９ｄ及び当接面９ｅは、電極９ａの中心軸に直交する平面である。
【００４１】
　絶縁部９ｂは、例えば摺動性を有する樹脂部材で形成され、太径穴９ｇと、細径孔９ｈ
とを有している。太径穴９ｇは、スプリング受けを兼ね、この太径穴９ｇ内には電極９ａ
及びコイルバネ９ｃが配置される。電極９ａは、太径穴９ｇに摺動自在に対して配置され
る。コイルバネ９ｃの一端側は、太径穴９ｇと細径孔９ｈとで構成される段部平面に配置
され、他端側は電極９ａの当接面９ｅに当接する。コイルバネ９ｃは、電極９ａを太径穴
９ｇの開口より外側に押し出す付勢力を有している。　
　細径孔９ｈは、太径穴９ｇと外部とを連通する貫通孔であり、細径孔９ｈ内には前記兼
用線４０の先端部分が遊嵌した状態で挿通される。
【００４２】
　兼用線４０は、束線部材４１と、被覆部４２とで構成される。本実施形態の兼用線４０
の束線部材４１は、放熱線と、電源線とを兼用している。そのため、兼用線４０は、単独
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で構成される電源線である例えばリード線等に比べて、放熱性を考量して構成されている
。具体的に、束線部材４１は、例えば直径が０．１ｍｍ以下の銅線、アルミ線、或いは銀
線等、熱伝導率が高い素線を複数本束ねて、熱容量と作業性との両面を考慮して挿入部４
の径寸法等を考慮して適宜設定される。
【００４３】
　兼用線４０において、束線部材４１の先端側は、被覆部４２に対して露出されている。
露出された束線部材４１の先端部は、電極９ａに形成されている固定穴９ｆ内に配置され
、半田、或いは熱伝導性を有する接着剤によって、前記電極９ａに一体的に固定されてい
る。
【００４４】
　これに対して、束線部材４１の後端部は、挿入部４内、操作装置５内、ユニバーサルコ
ード６内を挿通されて、前記バッテリユニットと電気的に接続されている。
【００４５】
　兼用線４０の被覆部４２は、絶縁部材で形成した可撓性を有するチューブ体であり、束
線部材４１を被覆している。被覆部４２は、束線部材４１が挿入部４内に備えられている
金属部材、或いはアダプタ式内視鏡２を構成する金属部材に接触することを防止している
。
【００４６】
　先端部本体３１は、アダプタ本体１１に伝導された熱をさらに伝導する受け部材であっ
て、硬質、熱伝導率の高い導電部材である例えば真鍮等によって形成されて熱伝導部を構
成する。先端部本体３１には、束線部材で構成された放熱部材である放熱専用線４３の先
端部が固定されている。この放熱専用線４３の後端部は可撓管部４ｃ内に配置されている
。
【００４７】
　先端部本体３１には、挿入部側第１貫通孔３５と、一対の挿入部側第２貫通孔３６とが
形成されている。挿入部側第１貫通孔３５には、撮像光学系８を構成する光学レンズ８ｌ
を固設した撮像枠８ｂが配置される。撮像枠８ｂは、固定ネジ８ｃによって、先端部本体
３１に対して一体的に固定される。
【００４８】
　一方、それぞれの挿入部側第２貫通孔３６には、前記挿入部側電気接続部９を構成する
絶縁部９ｂが配置され、先端部本体３１に対して例えば接着によって一体的に固定される
。このことによって、電極９ａが先端部本体３１に対して絶縁される。
【００４９】
　なお、挿入部側電気接続部９を挿入部側第２貫通孔３６に固定するとき、絶縁部９ｂの
太径穴９ｇ内には、電極９ａ、及びコイルバネ９ｃが配置されており、電極９ａには束線
部材４１が固定され、絶縁部９ｂの細径孔９ｈからは兼用線４０が延出している。
【００５０】
　本実施形態において、先端部本体３１から延出する兼用線４０及び放熱専用線４３は、
図１０に示すように湾曲部４ｂ内に配置されて、可撓管部４ｃ方向に延出されている。符
号４５は信号線であり、撮像光学系８から延出している。符号４６は湾曲操作ワイヤであ
り、上下／左右方向に対応するように配設されている。
【００５１】
　ここで、ユーザーによる先端アダプタ１０の先端部４ａへの組み付けについて説明する
。　
　先端アダプタ１０を先端部４ａに組み付ける際、まず、ユーザーは、着脱リング１４の
端部に形成されている雌ネジ部１４ｆと、第１外装部３２に形成されている雄ネジ部３２
ｍとが螺合するように位置合わせする。そして、ユーザーは、アダプタ本体１１と先端部
本体３１との向きを位置合わせし、その後、着脱リング１４を回転させて雌ネジ部１４ｆ
と雄ネジ部３２ｍとを螺合していく。すると、アダプタ本体１１に設けられている電気接
続部本体２１の後端面２５と、先端部本体３１に設けられている電極９ａの密着面９ｄと
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が当接する。
【００５２】
　このとき、ユーザーは、着脱リング１４の回転を続行しているので、電極９ａはコイル
バネ９ｃの付勢力に抗して電気接続部本体２１によって段部平面方向に向けて移動されて
いく。そして、図８に示すように先端アダプタ１０の先端部４ａへの取り付けが完了する
。このとき、アダプタ本体１１の後端面１１ｅと先端部本体３１の先端面３１ｆとが当接
した状態になるとともに、電気接続部本体２１の後端面２５と、電極９ａの密着面９ｄと
がコイルバネ９ｃの付勢力によって密着した状態に保持される。
【００５３】
　上述のように構成したアダプタ式内視鏡装置１の作用を説明する。　
　観察を開始するため、装置本体３に備えられている電源スイッチをオン状態にする。す
ると、兼用線４０の電源線を兼ねる束線部材４１、電極９ａ、電気接続部本体２１を介し
てＬＥＤ照明１８に電源が供給される。すると、ＬＥＤ基板１２に搭載されているＬＥＤ
照明１８が発光状態になって、観察部位が照明される。このことによって、ＬＥＤ照明１
８で照らされた観察部位の光学像が直視光学系１５、撮像光学系８の光学レンズ１５ｌ、
８ｌを通過して撮像素子８ａの撮像面に結像され、モニタ３ａの画面上に内視鏡画像が表
示される。
【００５４】
　観察中、ＬＥＤ照明１８が点灯されることによって、このＬＥＤ照明１８から熱が発生
する。そして、観察を継続的に行っていると、ＬＥＤ照明１８から発する熱がＬＥＤ基板
１２に伝導されていく。本実施形態において、ＬＥＤ基板１２に伝導された熱は、ＬＥＤ
基板１２の後端面に先端面２４が密着されている電気接続部本体２１に伝導されるととも
に、このＬＥＤ基板１２の後端面に配置されているアダプタ本体１１に伝導される。
【００５５】
　アダプタ本体１１に伝導された熱は、このアダプタ本体１１の後端面１１ｅに先端面３
１ｆが当接する先端部本体３１に伝導される。その後、先端部本体３１に伝導された熱は
、この先端部本体３１に先端部が固定されている放熱専用線４３に伝導される。そして、
この放熱専用線４３に伝導された熱は、先端部側から後端部側に伝導されていく。
【００５６】
　一方、電気接続部本体２１に伝導された熱は、この電気接続部本体２１の後端面２５に
密着した密着面９ｄを介して電極９ａに伝導される。その後、電極９ａに伝導された熱は
、この電極９ａに先端部が固定されている兼用線４０の放熱線を兼ねる束線部材４１に伝
導される。そして、この束線部材４１に伝導された熱は、先端部側から後端部側に伝導さ
れていく。　
　これらのことによって、ＬＥＤ照明１８が高温になることが防止される。
【００５７】
　このように、アダプタ本体に設けられるアダプタ側電気接続部を構成する電気接続部本
体、及び先端部本体に設けられる挿入部側電気接続部を構成する電極を、アダプタ本体及
び先端部本体と同等の熱伝導部材であって中実な導電部材で形成したことによって、アダ
プタ側電気接続部及び挿入部側電気接続部を、アダプタ本体及び先端部本体と同様に熱伝
導部として構成することができる。
【００５８】
　このことによって、アダプタ本体、及び先端部本体が細径化された場合であっても、ア
ダプタ本体及びこのアダプタ本体に設けられた電気接続部本体及び先端部本体及びこの先
端部本体に設けられる電極が熱伝導部としての機能を果たすことにより、ＬＥＤ照明で発
生した熱を、効率良く放熱専用線、および兼用線を構成する束線部材に伝導させることが
できる。
【００５９】
　また、ＬＥＤ照明で発生してＬＥＤ基板に伝導された熱を、アダプタ本体及び先端部本
体を介して放熱専用線に伝導し、かつアダプタ側電気接続部の電気接続部本体及び挿入部
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側電気接続部の電極を介して兼用線を構成する束線部材に伝導しているので、ＬＥＤ照明
の温度上昇を防止することができる。
【００６０】
　なお、アダプタ側電気接続部及び挿入部側電気接続部を熱伝導部に構成してＬＥＤ照明
で発生してＬＥＤ基板に伝導された熱を放熱する構成は、上述した実施形態に限定される
ものではなく、以下に示す図１１乃至図１５に示す構成であってもよい。
【００６１】
　図１１及び図１２は挿入部側電気接続部の他の構成例を説明する図であり、図１１はア
ダプタ式内視鏡の長手方向断面図、図１２は図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図である。　
　本実施形態のアダプタ式内視鏡２Ａにおいては、挿入部４Ｓの径寸法が前記アダプタ式
内視鏡２の挿入部４の径寸法より例えば小径である。そのため、本実施形態においては、
挿入部４Ｓ内に、前記実施形態で示した放熱専用線を設けることなく、兼用線４０Ａだけ
を設けてＬＥＤ基板１２に伝導された熱を放熱する構成にしている。そのため、図１１に
示す挿入部側電気接続部５０の電極５１の構成、及び図１１、図１２に示す兼用線４０Ａ
の構成が前記実施形態と異なっている。なお、その他の構成は、前記実施形態と同様であ
り、同部材には同符号を付して説明を省略している。
【００６２】
　図１１に示すように本実施形態の挿入部側電気接続部５０は、電気的な接続部及び熱伝
導部を兼ねる中実で細長な段付き柱形状である電極５１と、管状の絶縁部９ｂと、コイル
バネ９ｃとで構成されている。挿入部側電気接続部５０には兼用線４０Ａが電気的に接続
される。
【００６３】
　電極５１は、前記電極９ａと同様、真鍮製、アルミ製、鉄製、銅製、或いは銀製で、太
径部５２と細径部５３とを有して構成されている。　
　電極５１の太径部５２の外形形状は、電極９ａの形状と略同形状であり、その太径部５
２の外径寸法は、太径部５２が前述したように電気接続部本体２１以外の部材と電気的に
接触することを防止する目的で、アダプタ側電気接続部２０の外径寸法より小径であり、
先端には、平面で構成した密着面９ｄを有している。
【００６４】
　電極５１の細径部５３は、細長で後端部が絶縁部９ｂの後端面より所定量、突出するよ
うに長さ寸法が設定されている。絶縁部９ｂの後端面より突出する細径部５３の後端部に
は、後述する束線部材４１Ａの先端部が例えば半田によって一体的に固定されるようにな
っている。
【００６５】
　本実施形態において、絶縁部９ｂの太径穴９ｇ内には電極５１の太径部５２及びコイル
バネ９ｃが配置され、細径孔９ｈ内には電極５１の細径部５３が挿通される。そして、電
極５１の太径部５２は太径穴９ｇに対して摺動自在であり、細径部５３は細径孔９ｈに対
して摺動自在である。
【００６６】
　太径穴９ｇに配置されたコイルバネ９ｃは、電極５１の太径部５２と細径部５３とで形
成される段部端面に当接する。コイルバネ９ｃは、太径部５２を太径穴９ｇの開口より外
側に押し出す付勢力を有している。
【００６７】
　兼用線４０Ａは、束線部材４１Ａと、被覆部４２とで構成される。本実施形態の兼用線
４０Ａの束線部材４１Ａも、放熱線と、電源線とを兼用している。本実施形態において、
束線部材４１Ａは、放熱する熱量を増大するため、その断面積が束線部材４１の断面積に
比べて大きく設定してある。そして、図１２に示すように束線部材４１Ａの断面形状を扁
平形状に構成して挿入部４Ｓ内に収容している。
【００６８】
　本実施形態によれば、ＬＥＤ照明１８から発生してＬＥＤ基板１２に伝導された熱は、
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前記実施形態と同様にＬＥＤ基板１２の後端面に先端面２４が密着されている電気接続部
本体２１に伝導される。そして、電気接続部本体２１に伝導された熱は、この電気接続部
本体２１の後端面２５に密着した密着面９ｄを介して挿入部側電気接続部５０を構成する
電極５１に伝導される。この電極５１に伝導された熱は、太径部５２から細径部５３に伝
導され、その細径部５３の太径部側から後端部側に伝導される。その後、細径部５３の後
端部側に伝導された熱は、この細径部５３に先端部が固定されている兼用線４０Ａの束線
部材４１Ａに伝導され、その先端部側から後端部側に伝導されていく。
【００６９】
　このように、挿入部側電気接続部を構成する電極を、アダプタ本体及び先端部本体と同
等の熱伝導率の中実な導電部材を形成する。そして、その電極の後端部に兼用線を構成す
る、放熱する熱量を考慮して断面積を設定した、束線部材を固定して、ＬＥＤ基板に伝導
された熱を兼用線の束線部材に伝導させる。このことによって、挿入部内に放熱専用線を
設けることなく、ＬＥＤ照明の温度上昇による不具合を防止することができる。
【００７０】
　図１３乃至図１５は本発明の第２実施形態にかかり、図１３はアダプタ式内視鏡の長手
方向断面図、図１４は図１３のＸＩＶ－ＸＩＶ線断面図、図１５は図１３のＸＶ－ＸＶ線
断面図である。
【００７１】
　図１３に示すように本実施形態のアダプタ式内視鏡２Ｂにおいては、挿入部４Ｂ内に電
源線４０と、兼用線４０Ｂとがそれぞれ１本ずつ挿通されている。電源線４０の先端部は
、挿入部電気接続部の一方を構成する挿入部側電気接続部９に接続され、兼用線４０Ｂは
、挿入部電気接続部の他方を構成する、挿入部４Ｂの先端部の４ａの大部分を体積的に占
める、先端部本体３１Ｂの後端部に固定される。
【００７２】
　そして、挿入部４Ｂの先端部本体３１Ｂに先端アダプタ１０Ｂを取り付けることによっ
て、挿入部側電気接続部９は、アダプタ電気接続部の一方を構成するアダプタ側電気接続
部２０と電気的に接続され、先端部本体３１Ｂはアダプタ電気接続部の他方を構成する、
先端アダプタ１０Ｂの大部分を体積的に占める、アダプタ本体１１Ｂに電気的に接続され
る。
【００７３】
　兼用線４０Ｂは、前記兼用線４０Ａと略同様であって図１３及び図１５に示すように、
束線部材４１Ｂと、被覆部４２とで構成され、束線部材４１Ｂは放熱線と電源線とを兼用
している。そして、束線部材４１Ｂの断面積は、放熱する熱量を考慮して設定される。
【００７４】
　本実施形態においては、アダプタ本体１１Ｂがアダプタ電気接続部の他方を構成してい
るので、束線部材４１Ｂの断面積を、束線部材４１Ａの断面積に比べて大きく設定するこ
とを容易に行って、放熱する熱量の増大を図れる。なお、湾曲部４ｂ１内において、束線
部材４１Ｂは、必要に応じて扁平な断面形状に構成する。
【００７５】
　先端部本体３１Ｂは、例えば真鍮製で、挿入部側第１貫通孔３５と、１つの挿入部側第
２貫通孔３６とを有している。先端部本体３１Ｂには、図１３に示すように兼用線４０Ｂ
を構成する束線部材４１Ｂの先端部が固定される。
【００７６】
　一方、先端部本体３１Ｂが電気的に接続されるアダプタ本体１１Ｂは、例えば真鍮製で
、アダプタ側第１貫通孔１６と、アダプタ側第２貫通孔１７とを有している。　
　先端アダプタ１０Ｂは、アダプタ本体１１Ｂ、ＬＥＤ基板１２、フード部１３Ｂ、着脱
リング１４Ｂ、直視光学系１５等を備えて構成されている。　本実施形態において、符号
８１は絶縁部であり、絶縁部８１は、先端部本体３１Ｂと第１外装部３２とを絶縁する。
直視光学系１５を構成するレンズ枠１５ｆＢは、絶縁部材で構成されている。アダプタ本
体１１Ｂが接触するフード部１３Ｂの内周面に絶縁部８２を設け、アダプタ本体１１Ｂが
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接触する着脱リング１４Ｂの内周面に絶縁部８３を設けている。符号７Ｂは固定ネジであ
り、この固定ネジ７Ｂによって、フード部１３Ｂとアダプタ本体１１Ｂとが一体固定され
る。固定ネジ７Ｂは、絶縁部材で構成される、又はその表面に絶縁部が設けられている。
【００７７】
　このことによって、アダプタ式内視鏡２Ｂを構成する外装が、検査部等の金属部材に接
触した場合に、検査部側に電流が流れることを防止している。絶縁部８１は、先端部本体
３１Ｂの外周面に設けられる絶縁部材、或いは絶縁膜で構成され、絶縁部８２、８３はフ
ード部１３Ｂの内周面、着脱リング１４Ｂの内周面に設けられる絶縁部材、或いは絶縁膜
で構成されている。
【００７８】
　本実施形態によれば、ＬＥＤ照明１８から発生してＬＥＤ基板１２に伝導された熱は、
電気接続部本体２１及びアダプタ本体１１Ｂに伝導される。そして、アダプタ本体１１Ｂ
に伝導された熱は、先端部本体３１Ｂに伝導され、さらに、先端本体部３１Ｂに先端部が
固定されている兼用線４０Ｂの束線部材４１Ｂに伝導されていく。なお、電気接続部本体
２１に伝導された熱は、電極９ａを介して兼用線４０の束線部材４１に伝導される。　こ
のように、アダプタ側電気接続部の一方をアダプタ側導電部で構成し、アダプタ側電気接
続部の他方を先端アダプタの体積の大部分を占めるアダプタ本体で構成する。そして、ア
ダプタ側導電部が電気的に接続される挿入部側導電部を挿入部側電気接続部の一方側とし
て構成し、アダプタ本体が電気的に接続される、挿入部の先端部の体積の大部分を占める
先端部本体を挿入部電気接続部の他方側として構成する。そして、先端部本体及び挿入部
側導電部に兼用線を構成する束線部材の先端部を固定する。
【００７９】
　このことによって、ＬＥＤ照明で発生してＬＥＤ基板に伝導された熱が、電気接続部本
体、電極を介して電極に接続された兼用線の束線部材に伝導されて放熱されると共に、ア
ダプタ本体、先端部本体を介して先端部本体に接続された兼用線の束線部材に伝導されて
、ＬＥＤ照明の温度上昇による不具合を防止することができる。
【００８０】
　なお、本実施形態において、兼用線をアダプタ式内視鏡に設ける構成を示しているが、
ＬＥＤ照明切れが発生した際、先端部ユニットを先端部組に対して切断した後、取り外し
て先端部ユニットの交換を行うことによって、ＬＥＤ照明の交換を行う構成の内視鏡であ
ってもよい。
【００８１】
　また、兼用線を例えば、細長な挿入部の先端部に熱を発生する電気素子を備えた、観察
装置、或いは、修理装置等に設けるようにしてもよい。このことによって、観察装置、或
いは、修理装置の挿入部内に放熱線等を挿通配置することなく、電気素子で発生する熱を
兼用線に伝導して放熱を行える。
【００８２】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００８３】
１…アダプタ式内視鏡装置　　２…アダプタ式内視鏡　　３…装置本体　　３ａ…モニタ
　　４…挿入部　　４ａ…先端部　　４ｂ…湾曲部　　４ｃ…可撓管部　　５…操作装置
　　５ａ…湾曲操作レバー　　６…ユニバーサルコード　　７…固定ネジ　　８…撮像光
学系　　
８ａ…撮像素子　　８ｂ…撮像枠　　８ｃ…固定ネジ　　８ｌ…光学レンズ
９…挿入部側電気接続部　　９ａ…電極　　９ｂ…絶縁部　　９ｃ…コイルバネ
９ｄ…密着面　　９ｅ…当接面　　９ｆ…固定穴　　９ｇ…太径穴　　９ｈ…細径孔
１０…先端アダプタ　　１１…アダプタ本体　　１２…基板　　１３…フード部
１４…着脱リング　　１４ｆ…雌ネジ部　　１５…直視光学系　　１５ｆ…レンズ枠



(13) JP 2010-194123 A 2010.9.9

１５ｌ…光学レンズ　　１８…ＬＥＤ照明　　２０…アダプタ側電気接続部
２１…電気接続部本体　　２２…絶縁管　　２３…接点部　　２４…先端面　
２５…後端面　　３１…先端部本体　　４０…兼用線　　４１…束線部材　　
４２…被覆部　　４３…放熱専用線 
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